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津波氾濫解析の空間格子間隔選定基準を用いた実地形での数値計算 
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１．研究背景および目的  

 津波が陸上域に氾濫することにより，沿岸地域に所在する地域において人的・物的被害が発生する．津波に

関する防災計画を策定する場合，一般的に津波の氾濫解析により得られた情報をもとに検討されることが多い．

津波の氾濫解析に用いられる一般的な手法は，浅水理論に基づいた平面 2 次元計算である．その氾濫解析におい

て，地形の近似精度が最終的な計算結果に大きく影響すると言われている．著者ら 1)は，空間解像度の高い地形デ

ータを用いた場合の津波氾濫解析の精度について水理実験により検証し，津波氾濫解析を行う場合の空間格子間隔

選定基準を提案している．そこで本研究は，津波氾濫解析の空間格子選定基準を実地形の数値計算に適用し，基準

となる空間格子間隔を算出した．  

２．計算手法および条件  

津波氾濫解析における空間格子間隔選定基準は， 
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である．ここに， x は空間格子間隔， g は重力加速

度， maxh は海岸線での最大水深，T は周期である．こ

こでの周期は，海岸線での浸水深時系列において，

立ち上がりから最初のピークに至るまでの時間を 4

倍したものを意味している．基準を満たす範囲にお

いて空間格子間隔を設定すると，最大浸水深は計算

値を真値の0.5倍から2.0倍程度の精度で計算するこ

とができる．実地形での数値計算対象として，2011

年東北地方太平洋沖地震津波を検討津波とし，対象

とする地域については岩手県宮古市の宮古湾内地域

に設定した．計算手法および計算条件について，表 1

に示す．また，計算領域を図 1 に示す． 
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計算領域 
A 

（1 次領域） 

B 

（2 次領域） 

C 

（3 次領域） 

D 

（4 次領域） 

空間格子間隔 1350m 450m 150m 50m 

時間間隔 0.5s（C.F.L.条件を考慮して設定） 

基礎方程式 線形長波 非線形長波 

差分スキーム Staggerd-Leap-Frog 法 

再現時間 地震発生から 2時間 

地形データ 中央防災会議公開データ 

地盤変動 宮古湾内地域は地震後の計測データにより補正 

初期水位 藤井・佐竹モデル ver.4.2 の小断層(1 個)のすべり量を 1.5倍に修正 

潮位補正 宮古湾内地域の津波来襲時の潮位に T.P.から補正 

境界条件 
沖側 自由透過 領域接続 

陸側 完全反射 遡上計算 

図 1 計算領域（右側:D領域） 

表 1 計算条件 
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３．計算結果および考察 

 海岸線での浸水深時系列から， maxh およびT を抽出し，
3

max 3.0 10x gh T    となる空間格子間隔 x を算出した．

宮古湾内地域の最大浸水深分布と主な浸水域における浸水深時系列を，図 2に示す．海岸線での浸水深時系列

は，津波痕跡調査から得られた浸水範囲を参考に，それぞれの氾濫域の中央の位置において出力した．また，

海岸構造物を地形としてではなく越流境界条件として表現することが一般的であるが，津波氾濫解析の空間格

子選定基準を適用するための計算では海岸線に到達した波の大きさ（最大水深，周期）が知りたいために適用しな

い方がよい．選定可能な空間格子間隔は，最も条件の厳しくなる津軽石地域での結果から考えても，空間格子間隔

が 30m 程度の空間解像度を確保していれば基準を満たすことになる．すると，空間格子間隔が大きいために構

造物を地形として表現することが困難になる．そのため，地形モデルにより検討して得られた空間格子間隔選

定基準を適用することは，厳密には異なる．しかし，選定可能な空間格子間隔が大きく粗度モデルを適用する

場合においても適用可能ならば，実用的である． 

４．まとめ  

 2011 年東北地方太平洋沖地震津波における宮古湾内地域を対象として津波氾濫解析の空間格子選定基準を適

用すると，30m 程度の大きさの空間格子間隔を確保していれば基準を満たす．今後，選定した空間格子間隔に

より津波氾濫解析を行い，津波氾濫解析の空間格子選定基準の適用性について検討する予定である． 
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図 2 宮古湾内地域の最大浸水深分布と主な浸水域における浸水深時系列 




